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Ⅸ 初年次専門科目 

 
【理学院】 

理学院リテラシ（School of Science Literacy）  

各教員（初年次担当主任） 池内  了 非常勤講師  1-0-0  1Q 

本講義は，理学院に入学した新入生に対し，急速に進展しつつある現代の科学について，いろいろな分野の現状とその

体系，研究の進め方などについて触れる機会を提供する。さらに，将来に備え国際性および科学者倫理についての講義も

行う。また，理学院が関係する科学について，2Q で開講される「科学・技術の創造プロセス【理学院】」が実地体験の場

を提供するので，本講義に続き当該科目を受講することを強く推奨する． 

 

理学院専門基礎（School of Science Basic Course） 

2-0-0  3Q～4Q 

 3Q（第 1 回～4 回）化学系 

河野 正規 教授  工藤 史貴 准教授 

本講義では、「基礎科学」における「化学」が現実社会においてどのように活用されているかを学習する。産官学問わず、

様々な機関において化学のバックグラウンドを生かして第一線で活躍している研究者・技術者が講義を行う。基礎研究か

ら応用研究・技術開発に関するフロンティア、およびそこに行きついたプロセスにおける基礎科学の重要性を学ぶ。また

キャリア形成の上で、基礎科学がどのように活かされるかを学ぶ。講義を通じて、未来を担う学生や若手研究者が、自分

の将来を俯瞰できるビジョンを提供する。 

 

 3Q（第 5 回～7 回）地球惑星科学系 

中本 泰史 教授  横山 哲也 教授  上野 雄一郎 教授  中島 淳一 教授 ほか 

 本講義は「地球惑星科学の最先端研究」をテーマに，これまでに地球惑星科学が歩んできた歴史をおさらいしつつ，地

球惑星科学系で行っている最新の研究成果を紹介する．そこでは，惑星形成の素過程，系外惑星，隕石の同位体分析，地

球・惑星・地球生物圏の進化，地球中心核の成長，地震・火山テクトニクスなど，惑星系から固体地球に至る広い時空間

スケールを対象にする．講義では，教員の体験談を交えながら，研究における柔軟な発想や多角的なものの見方の重要性

にも触れる予定である． 

 

 4Q（第 8 回～11 回）物理学系 

笹本 智弘 教授 

 本講義では, 物理学の様々な領域に現れる「波動」について学ぶ。音波や光波といった馴染み深い例を用いて波の基本

性質を学んだ後, 質点系の運動方程式から波動方程式が導出されること, 波動方程式が電磁波を始め多くの波の運動を統

一的に記述することなどを学ぶ. さらに原子・分子をはじめミクロな粒子の運動を記述する量子力学においても波動が重

要な役割を果たすことや, 重力波や非線形波動など物理学の最先端においても波動が重要な役割を果たしていることを理

解する。 

 

 4Q（第 12 回～14 回）数学系 

水本 信一郎 准教授 
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 整数論で重要な役割を担っているゼータ関数について、入門的な解説を行う。前半では、リーマンのゼータ関数と素数

の分布の関係について説明する。証明は可能な限り既習の知識の範囲で行う。現代の数学では、リーマンのゼータ関数の

発展形としての様々なゼータ関数の存在が分かってきている。講義の後半ではその様子の一部を概説する。 

 

 

【工学院】 
工学リテラシ I（Engineering Literacy I）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  1Q 

本講義は通年の講義である。工学院の新入生を対象とし，２年次以降の専門教育の導入科目と位置づけ，エンジニアリ

ングセンス養成の第一弾として，工学の楽しさと奥深さを種々の課題の演習を通じて理解させる。工学リテラシ I,II,III,IV
を通年で受講することにより「機械加工」，「CAD 演習」，「熱エネルギーによる推進」，「制御システムの設計」，「電子工作

（マイコン搭載ワイヤレス電気自動車）」，「通信・計算機システムと知的情報処理」，「管理技術」に関する課題を体験する。 
 

工学リテラシ II（Engineering Literacy II）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  2Q 

  工学リテラシ I と同じ 
 

工学リテラシ III（Engineering Literacy III）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  3Q 

  工学リテラシ I と同じ 
 

工学リテラシ IV（Engineering Literacy IV）  
工学院各教員  0.5-0.5-0  4Q 

  工学リテラシ I と同じ 
 

 

【物質理工学院】 
物質理工学リテラシ（Materials and Chemical Engineering Literacy）  

各教員  0.5-0.5-0   1Q 

物質理工学におけるリテラシの向上を図るため，少人数のグループに分かれ，物質理工学院の各研究室で取り組んでい

る研究の課題に主体的に取り組むことで，物質理工に関する研究の概要や方法論の基礎にふれるとともに，各研究分野の

特徴や面白さを学ぶ。また，将来に向けて研究者・技術者にとって重要な国際情勢や科学者・技術者倫理についても学ぶ。 

 
物質理工学概論Ａ（ Introduction of Materials and Chemical Engineering A）  

各教員   1-0-0   2Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学の各分野における最新の研究トピックスを基礎となる学問から具体

的な実例と展望を学び，自ら情報を集めて学ぶ学習の心構えの習得をねらいとする。 
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物質理工学概論Ｂ（Introduction of Materials and Chemical Engineering B）  

各教員   1-0-0   3Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学概論Ａを踏まえて，物質理工学の専門科目の導入となる材料系と応

用化学系の基礎を学ぶ。また，基礎から研究を見据え，世界で活躍できる技術者・研究者に成長するための道筋を示す。 

 
物質理工学概論Ｃ（Introduction of Materials and Chemical Engineering C）  

各教員   1-0-0   4Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学概論ＡとＢを踏まえて，物質理工学の 200 番台以降の系専門科目を

履修するための予備知識となる材料系と応用化学系における研究トピックスを学ぶ。また，実際に研究室を訪問し，最先

端の研究を体験する。 
 
 
【情報理工学院】 

情報理工学リテラシ（Literacy of Computing） 
1 ﾟ宮崎  純 教授     2 齋藤  豪 准教授   3 福田 光浩 准教授 
4  鈴木 咲衣 准教  5 宇都 有昭 助教  1-0-0  1Q 

本講義は，情報理工学分野について，学問や産業，社会との関わりについて大きく視野を広げ，問題意識や深い知的探

究心を持って主体的かつ意欲的に大学での学修に取り組めるようにすることを主目的としている。 
このために，国際的な活動への関心を高めたり，研究者や技術者の倫理のあり方についての講義，定められたテーマに

関する調査ならびに討論力を養成するためのディベート等，多様な形態の組み合わせにより行われる。 
 

情報理工学基礎１（Foundations of Computing 1） 
井上 中順 助教  1-0-0  2Q 

概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。 
キーワード：集合，写像，関係，無限。 
 

情報理工学基礎２（Foundations of Computing 2）  
井上 中順 助教  1-0-0  3Q 

概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。情報理工学基礎１を履修していることが望ましい。 
キーワード：論理，数え上げ，定義，証明，木構造，アルゴリズム。 
 

情報理工学基礎３（Foundations of Computing 3）  
ﾟ三好 直人 教授  福田 光浩 准教授  三浦 英之 准教授  室伏 俊明 准教授  1-0-0  4Q 

概要：数理・計算科学系のカリキュラムの一部である離散構造，微分方程式，数理最適化，離散確率などを話題にする。

これらの分野では現実問題のエッセンスのみを抽出した数学モデルを構築し，このモデルを計算機で実装するアルゴリズ

ムを意識した数学・確率理論を展開する。その中でも，専門的な予備知識を余り用いないテーマを中心に解説を行う。 
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【生命理工学院】 
最先端生命研究概論【生命理工学院】（Introduction to Bio-Frontier Research【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ上野 隆史 教授  太田 啓之 教授 ほか  1－0－0  1Q 

バイオに関連した最先端のトピックスをそれぞれの研究領域の専門家がわかりやすく概説する。各領域で課題となる基

盤知識や応用技術などについて広く関心を深めるとともに，専門科目をより意欲的に学ぶために必要となる問題意識の醸

成を図る。 

 

バイオものつくり 1【生命理工学院】（Bio-Creative Design 1【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ太田 啓之 教授 ほか  0－1－0   2Q 

少人数のグループに分かれ，バイオに関連した自主的な「ものつくり」を自ら立案し実施する。バイオに関連したトピ

ックスを専門外の人にわかりやすく教えるための実験の創作など社会に役立つものつくりを目指す。各グループによる「も

のつくり」は，定期的に行う報告会でアドバイザー教員による助言を受けながら遂行する。 

自らトピックスを取り上げ，その内容に関連した「ものつくり」を自主的に遂行することで，創造性，探究力，自主性，

統合力を養う。また定期的な発表会の実施により，プレゼンテーションに関する技能を修得する。本科目を履修する学生

は 3Q で「バイオものつくり２【生命理工学院】」を履修すること。 

 

バイオものつくり ２【生命理工学院】（Bio-Creative Design 2【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ清尾 康志 准教授  太田 啓之 教授 ほか  0－1－0  3Q  

少人数のグループに分かれ，バイオに関連した自主的な「ものつくり」を自ら立案し実施する。バイオに関連したト

ピックスを専門外の人にわかりやすく教えるための実験の創作など社会に役立つものつくりを目指す。各グループによる

「ものつくり」は，定期的に行う報告会でアドバイザー教員による助言を受けながら遂行し，公開で行う発表会でその成

果を発表する。 

自らトピックスを取り上げ，その内容に関連した「ものつくり」を自主的に遂行することで，創造性，探究力，自主性，

統合力を養う。また定期的な発表会の実施により，プレゼンテーションに関する技能を修得する。本科目を履修する学生

は 2Q で「バイオものつくり 1【生命理工学院】」を履修すること。 

 

国際バイオ創造設計【生命理工学院】（International Bio-Creative Design【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ松田 知子 准教授  太田 啓之 教授 ほか  0－1－0  4Q    

少人数のグループに分かれ,生命理工学分野での課題を自ら見いだし,さらに,課題の解決策を提案する。課題および解

決策は,プレゼンテーションにより報告し,アドバイザー教員の助言を得る。グループワークでの議論やプレゼンテーショ

ンなどは, すべて英語で行う。教えられる学習ではなく，自ら学び解決する方法を学ぶことを目的とした演習である。   

 
 
【環境・社会理工学院】 

環境・社会理工学院リテラシ（School of Environment and Society Academic Group Literacy）  
環境・社会理工学院初年次担当主任  建築学系主任  土木・環境工学系主任  融合理工学系主任    

阿部 直也 准教授  利穂 吉彦 非常勤講師  小泉 幸弘 非常勤講師 
1-0-0  1Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野の最先端の情報を含めた概要を紹介する。 
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用化学系の基礎を学ぶ。また，基礎から研究を見据え，世界で活躍できる技術者・研究者に成長するための道筋を示す。 

 
物質理工学概論Ｃ（Introduction of Materials and Chemical Engineering C）  

各教員   1-0-0   4Q 

物質理工学院の新入生を主な対象とし，物質理工学概論ＡとＢを踏まえて，物質理工学の 200 番台以降の系専門科目を

履修するための予備知識となる材料系と応用化学系における研究トピックスを学ぶ。また，実際に研究室を訪問し，最先

端の研究を体験する。 
 
 
【情報理工学院】 

情報理工学リテラシ（Literacy of Computing） 
1 ﾟ宮崎  純 教授     2 齋藤  豪 准教授   3 福田 光浩 准教授 
4  鈴木 咲衣 准教  5 宇都 有昭 助教  1-0-0  1Q 

本講義は，情報理工学分野について，学問や産業，社会との関わりについて大きく視野を広げ，問題意識や深い知的探

究心を持って主体的かつ意欲的に大学での学修に取り組めるようにすることを主目的としている。 
このために，国際的な活動への関心を高めたり，研究者や技術者の倫理のあり方についての講義，定められたテーマに

関する調査ならびに討論力を養成するためのディベート等，多様な形態の組み合わせにより行われる。 
 

情報理工学基礎１（Foundations of Computing 1） 
井上 中順 助教  1-0-0  2Q 

概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。 
キーワード：集合，写像，関係，無限。 
 

情報理工学基礎２（Foundations of Computing 2）  
井上 中順 助教  1-0-0  3Q 

概要：計算機科学に必要となる数学的な概念，記法，論法の基礎を提供する。本講義は学生が抽象的，論理的なものの見

方，考え方を身につける手助けをする。情報理工学基礎１を履修していることが望ましい。 
キーワード：論理，数え上げ，定義，証明，木構造，アルゴリズム。 
 

情報理工学基礎３（Foundations of Computing 3）  
ﾟ三好 直人 教授  福田 光浩 准教授  三浦 英之 准教授  室伏 俊明 准教授  1-0-0  4Q 

概要：数理・計算科学系のカリキュラムの一部である離散構造，微分方程式，数理最適化，離散確率などを話題にする。

これらの分野では現実問題のエッセンスのみを抽出した数学モデルを構築し，このモデルを計算機で実装するアルゴリズ

ムを意識した数学・確率理論を展開する。その中でも，専門的な予備知識を余り用いないテーマを中心に解説を行う。 
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【生命理工学院】 
最先端生命研究概論【生命理工学院】（Introduction to Bio-Frontier Research【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ上野 隆史 教授  太田 啓之 教授 ほか  1－0－0  1Q 

バイオに関連した最先端のトピックスをそれぞれの研究領域の専門家がわかりやすく概説する。各領域で課題となる基

盤知識や応用技術などについて広く関心を深めるとともに，専門科目をより意欲的に学ぶために必要となる問題意識の醸

成を図る。 

 

バイオものつくり 1【生命理工学院】（Bio-Creative Design 1【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ太田 啓之 教授 ほか  0－1－0   2Q 

少人数のグループに分かれ，バイオに関連した自主的な「ものつくり」を自ら立案し実施する。バイオに関連したトピ

ックスを専門外の人にわかりやすく教えるための実験の創作など社会に役立つものつくりを目指す。各グループによる「も

のつくり」は，定期的に行う報告会でアドバイザー教員による助言を受けながら遂行する。 

自らトピックスを取り上げ，その内容に関連した「ものつくり」を自主的に遂行することで，創造性，探究力，自主性，

統合力を養う。また定期的な発表会の実施により，プレゼンテーションに関する技能を修得する。本科目を履修する学生

は 3Q で「バイオものつくり２【生命理工学院】」を履修すること。 

 

バイオものつくり ２【生命理工学院】（Bio-Creative Design 2【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ清尾 康志 准教授  太田 啓之 教授 ほか  0－1－0  3Q  

少人数のグループに分かれ，バイオに関連した自主的な「ものつくり」を自ら立案し実施する。バイオに関連したト

ピックスを専門外の人にわかりやすく教えるための実験の創作など社会に役立つものつくりを目指す。各グループによる

「ものつくり」は，定期的に行う報告会でアドバイザー教員による助言を受けながら遂行し，公開で行う発表会でその成

果を発表する。 

自らトピックスを取り上げ，その内容に関連した「ものつくり」を自主的に遂行することで，創造性，探究力，自主性，

統合力を養う。また定期的な発表会の実施により，プレゼンテーションに関する技能を修得する。本科目を履修する学生

は 2Q で「バイオものつくり 1【生命理工学院】」を履修すること。 

 

国際バイオ創造設計【生命理工学院】（International Bio-Creative Design【School of Life Science and Technology】） 

初年次担当主任  ﾟ松田 知子 准教授  太田 啓之 教授 ほか  0－1－0  4Q    

少人数のグループに分かれ,生命理工学分野での課題を自ら見いだし,さらに,課題の解決策を提案する。課題および解

決策は,プレゼンテーションにより報告し,アドバイザー教員の助言を得る。グループワークでの議論やプレゼンテーショ

ンなどは, すべて英語で行う。教えられる学習ではなく，自ら学び解決する方法を学ぶことを目的とした演習である。   

 
 
【環境・社会理工学院】 

環境・社会理工学院リテラシ（School of Environment and Society Academic Group Literacy）  
環境・社会理工学院初年次担当主任  建築学系主任  土木・環境工学系主任  融合理工学系主任    

阿部 直也 准教授  利穂 吉彦 非常勤講師  小泉 幸弘 非常勤講師 
1-0-0  1Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野の最先端の情報を含めた概要を紹介する。 
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ねらい：各分野における基本的な理念と考え方について修得させ，技術者倫理並びに国際意識の醸成を図る。 
到達目標：環境・社会理工学院に関連する基本的な技術者倫理並びに国際意識に基づいて技術者としての活動ができる。 

 
環境・社会理工学院専門基礎１（School of Environment and Society Academic Group Basic Science I）  
真野 洋介 准教授   塩崎 太伸 准教授  屋井 鉄雄 教授  室町 泰徳 教授  村山 武彦 教授  

花岡 伸也 教授   

1-0-0  2Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「計画系」に関わるテーマを取り上げ講義，演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）にかかわる 「計画」 分野の研究・活

動内容を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）にかかわる 「計画」 分野の研究・

活動にスムーズに着手できるようになる。 
 

環境・社会理工学院専門基礎２（School of Environment and Society Academic Group Basic Science 2）  
河野  進 教授  松岡 昌志 教授  廣瀬 壮一 教授  北詰 昌樹 教授 高橋 邦夫 教授   
秋田 大輔 准教授   1-0-0  3Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「構造系」に関わるテーマを取り上げ講義，演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「構造」分野の研究・活動内容

を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「構造」分野の研究・活動に

スムーズに着手できるようになる。 
 

環境・社会理工学院専門基礎３（School of Environment and Society Academic Group Basic Science 3） 
鍵  直樹 准教授  浅輪 貴史 准教授  鼎 信次郎 教授  吉村 千洋 准教授   

錦澤 滋雄 准教授  中村 隆志 准教授  高木 泰士 准教授 
1-0-0  4Q 

概要：建築学，土木・環境工学，融合理工学の分野における「環境」に関わるテーマを取り上げ，講義・演習などを行

う。 
ねらい：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「環境」分野の研究・活動内容

を理解する。 
到達目標：環境・社会理工学院３分野（建築学，土木・環境工学，融合理工学）に関わる「環境」分野の研究・活動内

容にスムーズに着手できるようになる。 
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２．授業科目一覧 

Ⅰ 文系教養科目 

科目コード 科目名 単位 開講 Q 担当教員 

LAH.C101 東工大立志プロジェクト 1－1－0 1Q,  

3～4Q 
中野 他 

LAH.C301 教養卒論 0－2－0 3Q, 4Q  林 他 

LAH.H101 哲学Ａ 1－0－0 4Q  國分 

LAH.H102 芸術Ａ 1－0－0 3Q  伊藤 

LAH.H103 文化人類学Ａ 1－0－0 2Q  上田(紀) 

LAH.H104 文学Ａ 1－0－0 4Q  磯﨑 

LAH.H105 歴史学Ａ 1－0－0 3Q  福留 

LAH.H106 宗教学Ａ 1－0－0 4Q  弓山 

LAH.H107 コミュニケーション論Ａ 1－0－0 2Q  中野 

LAH.H108 教養特論：多文化共生論 1－0－0 3Q  佐藤 

LAH.H109 教養特論：言語と文化 1－0－0 3Q ﾟ赤間, 平川, 山元 

LAH.H110 外国語への招待１ 1－0－0 2Q ﾟ安德, 戦, 三ツ堀, 山崎, 

劉, JEAN, 河村(彩) 

LAH.H111 外国語への招待２ 1－0－0 3Q ﾟ安德, 戦, 山崎, 劉, JEAN, 

河村(彩)  

LAH.H112 教養特論：ライティングスキル 0－1－0 1Q,2Q, 

3Q,4Q 
ﾟ平川, 山元 

(平成 31 年度 1Q,3Q,4Q 休講) 

LAH.H113 表象文化論Ａ 1－0－0 2Q  北村 

LAH.H114 人間文化論Ａ 1－0－0 4Q  若松 

LAH.H150 人文学系ゼミ（自分発見、社会・文化・人間探求セッション）導入１ 0－2－0 1～2Q  上田(紀) 

LAH.H151 人文学系ゼミ（自分発見、社会・文化・人間探求セッション）導入２ 0－2－0 3～4Q  上田(紀) 

LAH.H152 人文学系ゼミ（参加と協働と至福の場づくり）導入１ 0－2－0 1～2Q  中野 

LAH.H153 人文学系ゼミ（参加と協働と至福の場づくり）導入２ 0－2－0 3～4Q  中野 

LAH.H154 人文学系ゼミ（創造と思考のレッスン）導入１ 0－2－0 1～2Q  伊藤（平成 31 年度休講） 

LAH.H155 人文学系ゼミ（創造と思考のレッスン）導入２ 0－2－0 3～4Q  伊藤 

LAH.H156 人文学系ゼミ（現代宗教／スピリチュアリティ論）導入１ 0－2－0 1～2Q  弓山 

LAH.H157 人文学系ゼミ（現代宗教／スピリチュアリティ論）導入２ 0－2－0 3～4Q  弓山 

LAH.H158 人文学系ゼミ（博物館と歴史学）導入１ 0－2－0 1～2Q  福留 

LAH.H159 人文学系ゼミ（博物館と歴史学）導入２ 0－2－0 3～4Q  福留 

LAH.H160 人文学系ゼミ（哲学）導入１ 0－2－0 1～2Q  國分 

LAH.H161 人文学系ゼミ（哲学）導入 2 0－2－0 3～4Q  國分 

LAH.H201 哲学Ｂ 2－0－0 1Q  國分 

LAH.H202 芸術Ｂ 2－0－0 2Q  ※中尾 

LAH.H203 文化人類学Ｂ 2－0－0 4Q  未定 
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